
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長先生の日記③                         R８.５.２6 

 

 

 

 

手作り Shinano オリンピック大成功！！ 
 
 
 

 清々しいお天気の中、第１回１年生から６年生の Shinano
オリンピックが開催されました。これまでは、１年生から９
年生が縦割りで競技を行う形式でしたが、子どもたちからも
意見を聞きつつ、今年度からは１年生から６年生がそれぞれ
の学年で仕事を分担して一緒につくりあげる「新・Shinanoオ
リンピック」として開催されました。鈴木町長さんや北村教
育長さんら来賓のみなさんの見守る中、にぎやかに、楽しく
競技が行われました！ 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 会の進行役は最高学年である６

年生の担当でした。自分たちでセ

リフを考えたり、町長さんへの挨

拶依頼を行ったり、開会式や閉会

式の準備など精力的に準備を行っ

てくれました。当日も実況などで

盛り上げてくれました。最高学年

の姿が光りました！ 

 Shinano オリンピック 
    みんなげんきにがんばろう！ 
 開会宣言を担当したのは１年生でした。一人一人がスローガ

ンの文字を持ち、大きな声でスローガンを言ってくれました。 

 会場会らは思わず「かわいい    」という感嘆ため息がもれ

ました。入学してから２ヶ月弱。立派に信濃小中学校前期課程

の一員としての役割を果たすことができました。 

ラジオ体操泰一♪よういー♪ 
１・２・３・４♪ 

 準備運動を担当してくれたのは、３年生のみなさんでした。

やや緊張気味にみんなの前に立った３年生。音楽に合わせて一

生懸命体操をしてくれました。体育時間に練習してしっかり覚

えてきたのだと思います。そんな一生懸命の３年生の姿を見

て、いると、思わず体操をする気持ちにも気合が入りました！

３年生のおかげで大きなけがはありませんでした。 

光のはやさでダッシュ！ 
１・２年生の走る種目５０ｍ走 

いよいよ競技が始まりました。初めは１・２年生の５０ｍ走。

鈴木町長さんがスターターです。前を見て、必死で腕を振って、

思わずとなりの友だちをみたりしながら、５０ｍ先のゴールめ

ざして駆け抜けました。本当にたくましい走りでびっくりさせ

られました。「かわいい    」ではなく「かっこいい      」１・２

年生がまさに光のようにダッシュできました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学年１００ｍ走！ 
５・６年生の１００ｍ走です。北村教育長さんがスターター

を務めてくださいました。体も走りもしっかりして、どの組も

最後の最後まで勝敗がつかないような接戦となりました。 

体育の時間には、なかなか本気を出さない子どもたちも、今

日ばかりは保護者のみなさん、１～４年生の応援もあって、全

力で精一杯最後まで走り切ることができました。 

走ることは気持ちいい！ということを体感してくれるとう

れしいなと思いながら応援していました。 

中学年協働競技！「台風の目」 
３・４年生の協働競技は、「台風の目」でした。１本の竹を

仲間と運び、ところところでコーンを周り、仲間の足の下をく

ぐって次の人にバトンタッチというパワー、テクニック、協力

が必要な競技です。みんなで息を合わせて竹を運ぶ姿は、昨年

のあどけなさが消え、たくましい中学年の姿がそのものでし

た。これからの成長が楽しみになる、台風の目の子どもたちの

姿となりました。 

 

来入児種目「走ってゲットだぜ！」 
来入児をエスコートしてくれたのは、２年生です。優しく話かけな

がら並ぶべき場所に誘導していく姿からは、１年間で確かに成長した

自信のようなものがにじみ出ていました。来入児のみなさんは、２年

生が作ってくれた手作りの小物入れを拾って、ゴールしていました。

小中学校の大きなグランドは、来入児のみなさんにとってはちょっと

広かったかな？でも素晴らしい走りでした！ 

 

３・４年短距離走 
７５ｍを全力疾走した３・４年生。目標は「だ

れよりも速く走る」でした。体育の時間には腕の

ふりを練習してスピードにつなげたということで

す。その言葉どおり、だれもが自分の目標に向か

って全力で走り抜きました！直線の７５m を走り

抜き抜くのはなかなか大変ですが、最後までスピ

ード緩めることなく、誰よりも速く走ろうと頑張

る姿は本当に頼もしかったです。 

１・２年協働競技「一茶音頭」 
１・２年生の協働競技は、「一茶音頭」でした。この日のため

に、保存会のみなさんから何回かにわたって教えを乞い、練習

を積み重ねてきました。町の宝である「一茶音頭」を保存会の

みなさんと一緒に踊ることができました。２回目は、３年生～

６年生、保護者、来賓のみなさんも一緒に一つの円になって「一

茶音頭」をにぎやかに踊ることができました。私の知る Shinano

オリンピックでは初めてのことです。保存会のみなさんも本当

に喜んでくださいました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５・６年協働競技「大なわとび」 
５・６年生は、昨年度の秋桜祭から行われるようになった大繩を協働競技に選びました。「８の字とび」を３分

間で何回跳べるかを競いました。最初はそれぞれのクラス対抗、１組対２組、最後は５年対６年の３回戦を行い

ました。縄がものすごい速さで回る中、間を空けることなく跳んでいる両学年の様子はさすが高学年だなと感心

させられました。毎日みんなで力を合わせて練習してきた成果を思う存分発揮することができました。 

最後の５年生対６年生は、大差をつけて６年生が勝利しました。さすが６年生。５年生はまだまだ先にいる６

年生の背中を追って成長します。そして６年生はこれからバトンを渡していく５年生の手本となるように、簡単

に追いつかれないように頑張ります。そんな見えない心の交流が見えた協働競技となりました。 

 

 最後は、１年生が「Shinanoオリンピックみんなよくがんばりました！」という閉会宣言で締めくくってくれま

した。みんなで手作りする初めての Shinanoオリンピックは大成功でした。子どもたちの豊かな発想力と、それを

実現させようとするエネルギー。全ての学年のそれが一つになったからこそ実現したこの Shinano オリンピック

の経験は、これからの子どもたちの活動の原動力となるに違いありません。それを見守り、ともに実現に向けて伴

走してくれた先生方も最高でした。「やっぱり信濃小中学校は最高だ！！」を校長としての締めくくりの言葉とさ

せていただきました。応援してくださった保護者、地域のみなさん、本当にありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 ４年生の手作りプログラムには「みどころ」や「れんしゅうしていること」「きょうぎじこくのよてい」

などが書かれていました。これをみて、競技をみるとさらに応援に力が入りました。つい、先生方がやっ

てしまったほうが早いことも、子どもたちが心をこめて「書く」ことを大切にしてくださった先生方の思

いがとっても嬉しいプログラムです。 

 用具係として働いてくれた５年生。てきぱきとそれぞれの学年に必要な道具を用意したり、片付けたり

してくれました。最後の片づけでも机や椅子を運んだり、周りに置かれたハードルを運んだりと大活躍で

した。すべてのみなさんが陰になり、日なたになり働いてくれたおかげで、Shinanoオリンピックは大成

功したのだと思います。みんな本当にありがとう！ 


